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俳
句
が
国
境
を
越
え
てH

aiku
と
な
り
、
国
際
俳
句
が
各
国
で
多
く
の
言
語
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
現
在
、
中
国
語
圏
で
も
後
を
取
れ

な
い
よ
う
に
、
詩
人
た
ち
は
「
俳
句
」
と
い
う
旗
の
下
で
、
様
々
な
短
詩
型
を
実
験
し
、
創
作
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
現
代
俳
句
」
の
よ
う
に
音
律
に
拘
ら
ず
俳
句
美
学
の
一
側
面
を
取
り
入
れ
た
現
代
詩
に
せ
よ
、「
漢
俳
」
の
よ
う
に
五
七
五
音

律
を
そ
の
ま
ま
中
国
語
に
取
り
入
れ
た
定
型
詩
に
せ
よ
、
何
を
も
っ
て
俳
句
の
本
質
と
す
る
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
国
際
俳
句
の
立
場

か
ら
未
だ
に
統
一
し
た
答
え
が
見
付
か
っ
て
い
な
い
。

　

本
文
は
中
国
語
詩
歌
に
お
け
る
俳
句
の
受
容
状
況
を
考
察
す
る
一
方
、
中
国
語
俳
句
の
現
状
を
分
析
し
、「
華
文
二
行
俳
句
」
の
実
験
を

中
心
に
、
形
式
と
内
容
の
両
面
か
ら
如
何
な
る
中
国
語
俳
句
が
俳
句
美
学
の
本
質
に
近
づ
け
る
か
を
考
え
る
。

一
、
漢
俳

　

現
代
中
国
語
詩
歌
に
お
い
て
は
、
１
９
２
０
年
代
初
頭
の
「
小
詩
運
動

1」
を
除
い
て
、
１
９
８
０
年
ま
で
は
俳
句
の
影
響
が
散
発
的
で

非
常
に
少
な
か
っ
た
。
１
９
８
０
年
に
、
日
中
友
好
文
化
交
流
の
中
で
、「
漢
俳
」
と
い
う
五
七
五
形
式
の
新
詩
体
が
当
時
の
中
日
友
好
協



（2）

会
副
会
長
の
趙
朴
初
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
。

緑
陰
今
雨
来　
　
　
　

緑
陰　

今
雨
来
る

山
花
枝
接
海
花
開　
　

山
の
花
が
海
の
花
に
枝
接
し
て
開
（
さ
）
く

和
風
起
漢
俳　
　
　
　

和
風　

漢
俳
を
起
こ
す

2

と
い
う
よ
う
に
、
最
初
は
押
韻
す
る
漢
文
定
型
で
あ
っ
た
。「
漢
俳
」
と
い
う
名
称
も
こ
の
作
品
が
初
出
で
あ
る
。
趙
氏
の
当
時
の
も
う
一

つ
の
作
品
は
、

見
尽
杜
鵑
花　
　
　
　

見
尽
く
す　

杜
鵑
花
（
つ
つ
じ
）
を

不
因
隔
海
怨
天
涯　
　

海
を
隔
つ
る
に
因
り
て
天
涯
を
怨
む
こ
と
を
せ
ず

東
西
都
是
家　
　
　
　

東
西
都
（
み
な
）
こ
れ
家
な
り

と
い
う
よ
う
に
、
夏
の
季
語
で
あ
る
「
杜
鵑
花
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
両
方
と
も
日
中
友
好
を
謳
歌
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
多
く
の
詩
人
学
者
が
漢
俳
創
作
を
始
め
、
漢
俳
は
徐
々
に
普
及
さ
れ
た
。
漢
俳
の
発
明
の
背
景
に
は
、
二
つ
の
要
素
が
考
え
ら

れ
る
。
一
つ
は
、
日
中
友
好
ム
ー
ド
の
中
で
、
日
中
交
流
に
参
加
す
る
日
本
側
の
文
人
が
大
方
漢
詩
を
理
解
で
き
、
創
作
も
で
き
る
こ
と
に

対
し
て
、
対
等
の
礼
儀
と
し
て
、
中
国
側
も
日
本
の
古
典
詩
型
の
俳
句
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
つ
は
、
俳
句
は
２
０
世
紀
に
お
い

て
は
、
欧
米
を
中
心
に
世
界
の
国
々
で
受
容
さ
れ
、
創
作
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
右
記
の
趙
氏
の
漢
俳
に
も
見
受
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
初
期
の
漢
俳
は
自
然
を
諷
詠
す
る
こ
と
で
俳
句
と
一
致
す
る
が
、
現
在
の
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い
わ
ゆ
る
「
伝
統
俳
句
」
の
重
要
要
素
で
あ
る
「
切
れ
」、「
取
り
合
わ
せ
」、「
直
接
的
印
象
」
な
ど
は
取
り
入
れ
て
お
ら
ず
、
ど
ち
ら
と
い

う
と
五
七
五
形
式
の
「
漢
詩
」
に
近
い
。
文
学
的
価
値
よ
り
も
、
文
化
交
流
の
象
徴
と
い
う
意
味
が
濃
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

１
９
８
１
年
、
漢
俳
の
も
う
一
人
の
創
始
者
で
あ
る
林
林
が
訪
日
時
に
以
下
の
漢
俳
を
書
い
た
。

花
色
満
天
春　
　
　
　
　

花
の
色　

天
に
満
ち
て
春
な
り

但
願
剪
来
一
片
雲　
　
　

但
だ
願
わ
く
は　

一
片
の
雲
を
剪
り
来
り
て

截
作
錦
衣
裾　
　
　
　
　

截
ち
て　

錦
の
衣
裾
を
作
る

こ
の
作
品
は
雑
誌
『
俳
句
』
に
登
載
さ
れ
、
翌
年
、
日
本
の
辞
書
に
も
収
め
ら
れ
た
。
林
林
は
俳
句
の
翻
訳
と
漢
俳
の
作
り
方
に
つ
い
て
感

想
を
述
べ
た
。

日
本
の
俳
句
を
翻
訳
す
る
に
あ
た
り
、
俳
句
と
い
う
短
詩
型
の
特
徴
、
つ
ま
り
そ
の
精
神
と
形
式
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
翻
訳
す
る
と
き
）
文
字
の
非
常
に
少
な
い
詩
句
に
圧
縮
し
、
豊
な
感
情
と
深
遠
な
意
味
を
包
含
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
暗
示
と
含

蓄
の
手
法
を
用
い
て
、
読
者
に
そ
の
余
情
余
韻
を
味
わ
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。（
中
略
）
日
本
の
俳
句
と
比
べ
れ
ば
、
漢
俳
は
「
く
ど

い
」
と
い
う
謗
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。（
中
国
語
で
は
）
一
文
字
ず
つ
意
味
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
中
日
の
言
語
的
特
徴
の
差
異
に
よ

る
と
こ
ろ
だ
と
言
え
よ
う
。3

林
林
は
さ
ら
に
山
本
健
吉
が
ま
と
め
た
俳
句
の
三
大
要
素
で
あ
る
挨
拶
・
即
興
・
滑
稽
に
触
れ
、
日
常
生
活
の
情
趣
と
ユ
ー
モ
ア
に
富
む
漢

俳
を
試
み
た
。
一
例
を
挙
げ
る
。



（4）

春
意
何
其
多　
　
　
　
　

春
の
息
吹
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る

騎
自
行
車
也
拍
拖　
　
　

自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
の
デ
ー
ト

沿
街
唱
恋
歌　
　
　
　
　

通
り
か
ら
通
り
ま
で
ラ
ブ
ソ
ン
グ
を
歌
う

4

漢
俳
の
規
則
に
つ
い
て
は
、
紀
鵬
が
、「
漢
俳
は
俳
句
の
基
本
（
十
七
音
、
季
語
）
と
わ
が
国
の
文
字
特
徴
、
漢
詩
と
小
令
な
ど
の
中
国
伝

統
詩
型
を
参
照
し
て
作
ら
れ
た
新
詩
型
で
あ
る
。（
中
略
）
季
語
に
つ
い
て
は
、
即
興
と
叙
情
お
よ
び
挨
拶
の
場
合
は
使
用
し
、
滑
稽
等
の

人
事
の
場
合
は
使
用
し
な
い
ほ
う
が
良
か
ろ
う
か
。
言
葉
は
漢
文
で
も
よ
し
、
漢
文
と
現
代
文
の
混
淆
文
体
で
も
よ
し
、
現
代
文
で
も
よ
し

と
思
う
。（
中
略
）
漢
俳
は
厳
格
的
で
は
な
い
押
韻
を
す
る
。
韻
を
踏
ま
な
く
て
も
構
わ
な
い
。
平
仄
ま
で
取
り
入
れ
る
こ
と
も
で
き
、
作

者
の
習
慣
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
ま
と
め
て
い
る
。5

　

最
初
の
漢
俳
詩
集
は
香
港
詩
人
の
暁
帆
が
１
９
９
１
年
に
上
梓
し
た
『
迷
朦
的
港
湾

6』
で
あ
る
。
暁
帆
の
漢
俳
は
同
時
期
の
漢
俳
詩
人

と
比
べ
て
、
現
代
詩
の
要
素
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
。

「
琴
手
」　　
　
　
　
　
　
「
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
」

自
従
那
一
夜　
　
　
　
　

あ
の
夜

弾
響
了
你
的
心
弦　
　
　

君
の
心
弦
を
響
か
せ
て

我
才
算
琴
手　
　
　
　
　

私
は
や
っ
と
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
な
れ
た

7

た
だ
し
、
暁
帆
に
よ
る
有
題
俳
句
は
、
台
湾
詩
人
の
陳
黎
の
「
現
代
俳
句
」
と
は
む
し
ろ
同
類
で
あ
り
、
三
行
書
き
・
五
七
五
を
除
け
ば
、

日
本
の
伝
統
俳
句
と
通
じ
る
も
の
が
さ
ほ
ど
見
当
た
ら
な
い
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
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現
在
、
漢
俳
と
い
う
名
称
の
も
と
で
、
種
々
様
々
な
中
国
語
短
詩
型
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
伝
統
俳
句
に
お
い
て
重
要
な
「
切
れ
」
と

「
取
り
合
わ
せ
」
が
欠
如
し
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
、
正
岡
子
規
が
唱
え
た
「
写
生
」
を
含
め
、
そ
こ
に
ど
れ
ほ
ど
俳
句
美
学
が
現
れ
て

い
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

二
、
台
湾
の
中
国
語
俳
句

　

陳
黎
が
『
小
宇
宙
―
―
現
代
俳
句
一
百
首

8』
で
見
せ
た
「
現
代
俳
句
」
は
、
１
９
９
０
年
代
の
台
湾
に
お
け
る
「
俳
句
ブ
ー
ム
」
の
中

で
誕
生
し
た
三
行
無
題
の
現
代
詩
で
あ
る
。
そ
の
一
首
目
を
掲
げ
る
。

他
刷
洗
他
的
遙
控
器　
　
　

彼
は
リ
モ
コ
ン
を
洗
う

用
兩
棟
大
樓
之
間　
　
　
　

二
棟
の
高
層
ビ
ル
の
間
に

滲
透
出
的
月
光　
　
　
　
　

に
じ
み
出
た
月
光
を
使
っ
て

「
月
光
」
で
リ
モ
コ
ン
を
「
洗
う
」
と
い
う
比
喩
法
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
で
あ
り
、
日
本
の
俳
句
に
は
見
ら
れ
な
い
修
辞
法
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
「
現
代
俳
句
」
と
通
じ
る
の
が
、
二
年
前
か
ら
中
国
本
土
と
台
湾
の
両
方
で
流
行
り
出
し
た
「
截
句
」
と
い
う
四
行
以
内
の
短
詩
型
で

あ
る
。

　

歴
史
的
原
因
に
よ
っ
て
、
台
湾
で
は
二
十
世
紀
の
初
頭
か
ら
、
日
本
語
で
俳
句
が
書
か
れ
て
い
た
。
そ
の
伝
統
は
日
本
式
教
育
を
受
け
て

い
た
一
部
の
老
詩
人
に
よ
っ
て
今
で
も
継
続
さ
れ
て
い
る
一
方
、
右
記
の
中
国
語
俳
句
ブ
ー
ム
の
１
９
９
０
年
代
か
ら
、
日
本
語
で
俳
句
を

書
い
て
い
た
台
湾
俳
人
も
中
国
語
俳
句
の
模
索
を
始
め
た
。



（6）

　
『
台
湾
俳
句
歳
時
記

9』
を
上
梓
し
た
黄
霊
芝
が
日
本
語
で
俳
句
を
創
作
し
な
が
ら
、
１
９
９
３
年
末
、
台
北
で
「
漢
語
俳
句
教
室
」
を
開

き
、「
切
れ
」
と
「
取
り
合
わ
せ
」
を
取
り
入
れ
た
「
湾
俳
」
を
教
え
始
め
た
。
黄
氏
は
「
湾
俳
」
の
教
え
子
た
ち
の
作
品
を
紹
介
し
て
い

る
の
で
、
数
首
を
掲
げ
よ
う
。

海
浜
拍
武
侠　

花
蟹
做
配
角　
　
　
（
時
代
劇
撮
影
花
蟹
浜
に
の
こ
の
こ
出
）

新
学
期　

校
外
麺
攤
又
漲
価　
　
　
（
新
学
期
お
八
つ
の
店
は
ま
た
値
上
げ
）

吸
香
煙
吐
煙
霧　

愚
人
節　
　
　
　
（
四
月
馬
鹿
た
ば
こ
の
煙
の
輪
を
吹
い
て
）

白
雲
上　

燕
子
綴
黒
痣　
　
　
　
　
（
白
雲
の
痣
を
綴
れ
る
燕
ど
き
）10

こ
れ
だ
け
の
例
句
で
は
「
湾
俳
」
の
全
体
像
を
つ
か
め
な
い
が
、「
中
国
語
詩
」
と
し
て
は
ま
だ
詩
の
レ
ベ
ル
ま
で
到
達
し
て
い
な
い
の
が

大
半
で
あ
り
、
入
門
者
の
習
作
と
い
う
印
象
が
強
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
黄
氏
が
亡
く
な
っ
た
二
年
後
の
現
在
、
す
で
に
「
湾
俳
」
の
実

践
を
聞
か
な
い
と
い
う
現
状
は
、
そ
の
成
果
の
如
何
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

詩
人
詹
冰
が
黄
霊
芝
と
同
じ
く
日
本
占
拠
時
代
に
日
本
式
教
育
を
受
け
て
お
り
、
日
本
語
で
俳
句
を
書
く
経
験
も
あ
っ
た
の
で
、
１
９
８

９
年
か
ら
、
俳
句
定
型
の
五
七
五
を
四
六
四
に
縮
め
た
中
国
語
の
「
十
字
詩
」
定
型
を
創
り
、
提
唱
し
た
。
詹
氏
は
「
１
．
簡
潔
、
２
．
留

白
（
言
い
尽
く
さ
ず
余
韻
を
残
す
）」
を
十
字
詩
の
二
大
長
所
と
し
て
提
唱
し
て
い
た
。
11詹
氏
の
十
字
詩
を
数
首
紹
介
す
る
。

①
玫
瑰
露　

閃
亮
一
下　

就
滴
落　
　
　

バ
ラ
の
露　

ち
ら
っ
と
光
っ
て　

落
ち
て
い
く

②
綠
田
中　

只
看
白
頸　

鷺
鷥
群　
　
　

青
田
の
中　

白
い
首
だ
け
見
え
る　

サ
ギ
の
群
れ

③
春
日
長　

樹
上
小
鳥　

打
哈
欠　
　
　

春
日
が
長
い　

木
の
上
の
雛
鳥　

欠
伸
す
る
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④
大
夕
陽　

相
思
樹
間　

躊
躇
著　
　
　

大
き
な
夕
日　

相
思
樹
の
間
に　

留
ま
っ
て
い
る
12

具
体
的
に
見
る
と
、
①
～
④
は
と
も
に
、
最
初
の
上
三
が
季
語
の
働
き
を
し
て
い
る
。
②
と
③
の
上
三
の
後
ろ
に
「
切
れ
」
が
あ
る
と
考
え

て
も
良
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
語
彙
と
文
法
は
現
代
語
で
あ
る
が
、
三
四
三
と
い
う
定
型
の
た
め
、
中
四
と
下
三
の
リ
ズ
ム
か
ら
、
無
理
に
分

断
さ
れ
た
七
文
字
の
散
文
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
し
か
も
、
短
い
現
代
語
の
定
型
で
あ
る
の
で
、
形
式
が
言
葉
の
選
択
を
制
約
し
て
し
ま

う
上
、
童
謡
の
リ
ズ
ム
に
類
似
す
る
こ
と
で
児
童
詩
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
か
、
黄
霊
芝
の
湾
俳
と
違
っ
て
、
詹
冰
の
亡

く
な
っ
た
現
在
で
も
模
倣
す
る
人
が
い
る
が
、
大
方
は
日
本
語
と
俳
句
を
理
解
し
な
い
ゆ
え
、
作
品
も
季
語
と
切
れ
の
な
い
短
詩
型
に
な
り
、

文
言
（
漢
文
）
が
使
わ
れ
る
十
字
詩
も
現
れ
た
。

三
、
華
文
二
行
俳
句
の
実
験

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
陰
で
、
詩
作
の
発
表
も
紙
ベ
ー
ス
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
デ
ジ
タ
ル
の
空
間
に
広
が
っ
た
。Facebook

で
は
多
く
の

中
国
語
詩
の
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
新
詩
型
に
絶
好
の
実
験
場
所
を
提
供
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
の
「
截
句
ブ
ー
ム
」
が
台
湾
で

興
っ
た
き
っ
か
け
も
「
台
湾
詩
学
社
」
のFacebook

サ
イ
ト
で
あ
る
「
吹
鼓
吹
詩
論
壇
」
に
お
け
る
截
句
募
集
で
あ
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
１
０
月
か
ら
、
台
湾
のFacebook

中
国
語
現
代
詩
団
体
「
新
詩
路
」
がFacebook

を
通
じ
て
日
本
の
俳
句
団
体
「
俳
句

大
学
」
と
「
華
文
二
行
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
共
催
し
た
。
現
在
ま
で
は
冬
・
春
・
夏
の
季
題
な
ど
で
三
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
な
わ
れ
、

今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。

　

華
文
二
行
俳
句
の
考
え
方
は
黄
霊
芝
の
湾
俳
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
参
加
者
が
「
新
詩
路
」
に
中
国
語
現
代
詩
を
投
稿
す
る
詩

人
で
あ
る
の
で
、「
児
童
詩
に
な
り
や
す
い
」
と
い
う
傾
向
が
避
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
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華
文
二
行
俳
句
の
書
き
方
も
こ
の
一
年
間
で
徐
々
に
整
っ
て
き
た
の
で
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
一
）
華
文
俳
句
は
無
題
で
あ
り
、
二
行
か
ら
な
る
。

（
二
）
二
行
の
間
に
「
切
れ
」、
つ
ま
り
断
絶
が
必
要
で
あ
る
。

（
三
）「
二
項
対
照
組
合
」（
取
り
合
わ
せ
）
が
必
須
で
あ
る
。

（
四
）
季
語
の
使
用
を
勧
め
る
が
、
例
外
的
に
「
無
季
」
も
可
能
。

（
五
）
現
在
と
瞬
間
を
詠
み
、
過
去
と
未
来
を
詠
ま
な
い
。

（
六
）
抽
象
を
避
け
、
具
体
的
な
物
象
人
事
を
詠
む
。

（
七
）
で
き
る
だ
け
擬
人
法
を
使
わ
な
い
。

簡
単
に
説
明
す
る
と
、
一
行
目
と
二
行
目
と
の
間
に
意
味
上
の
「
切
れ
」
を
必
要
と
し
、「
切
れ
」
の
前
後
二
行
は
二
項
目
の
「
取
り
合
わ

せ
」
と
な
る
。
理
論
的
に
言
え
ば
、
一
行
目
と
二
行
目
は
そ
れ
ぞ
れ
伝
統
俳
句
の
「
基
底
部
」
と
「
干
渉
部
」
に
あ
た
る
。13

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
お
け
る
季
語
は
、
と
り
あ
え
ず
日
本
俳
句
の
歳
時
記
に
従
い
、
台
湾
お
よ
び
そ
の
他
の
地
域
の
投
稿
者
の
居
住
地
域
の
季

節
に
合
わ
せ
て
修
正
し
た
部
分
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
帰
郷
」
と
い
う
言
葉
は
日
本
語
の
帰
省
・
里
帰
り
（
晩
夏
の
季
語
）
に
あ
た
る
が
、

華
人
に
と
っ
て
は
春
節
や
清
明
節
な
ど
帰
省
の
多
い
春
の
季
語
へ
と
修
正
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
擬
人
法
」
の
使
用
禁
止
は
、
他
の
中
国

語
短
詩
型
と
の
差
別
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
一
回
目
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
現
代
詩
の
よ
う
な
擬
人
法
の
多
用
で
ほ
と

ん
ど
直
感
的
観
照
が
見
当
た
ら
な
い
。

　

三
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
投
稿
さ
れ
た
二
行
俳
句
か
ら
数
首
を
掲
げ
る
。

①　風
鈴　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
鈴

貓
撲
窗
簾
晃
動　
　
　
　
　

飛
び
掛
る
猫
に
揺
れ
る
窓
掛
け
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（
風
鈴
，
夏
）

②雙
人
鞦
韆
越
盪
越
高　
　
　

高
く
な
る
二
人
の
ブ
ラ
ン
コ

落
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
日

（
鞦
韆
，
春
）

③吹
茶　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
を
吹
く

松
濤
灌
耳　
　
　
　
　
　
　

松
涛
が
耳
に
満
つ
14

（
無
季
）

　
①
に
関
し
て
は
、「
風
鈴
」
が
季
語
で
あ
り
、
中
国
語
に
は
「
切
れ
字
」
に
あ
た
る
よ
う
な
助
詞
が
な
い
の
で
、
改
行
で
「
切
れ
」
を
表
す
。

二
行
目
は
「
基
底
部
」
に
あ
た
る
。
②
に
関
し
て
は
、
一
行
目
が
「
基
底
部
」
で
、
二
行
目
は
「
干
渉
部
」
に
あ
た
る
。
③
に
関
し
て
は
、

日
本
で
は
「
新
茶
」
が
夏
の
季
語
で
あ
る
が
、「
茶
」
自
体
は
季
語
で
は
な
い
。
あ
ま
り
急
須
を
使
わ
な
い
中
国
の
お
茶
の
飲
み
方
で
は
、

淹
れ
た
茶
の
表
面
に
浮
い
て
い
る
茶
葉
を
吹
い
て
飲
む
。

　

華
文
二
行
俳
句
は
以
上
の
よ
う
に
、
詩
的
完
成
度
は
比
較
的
に
高
い
が
、
ま
だ
著
名
詩
人
の
参
加
が
な
く
、
詩
型
と
し
て
定
着
す
る
に
は
、

実
験
の
微
調
整
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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四
、
ま
と
め

　

以
上
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
現
代
詩
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
は
欧
米
と
比
べ
て
、
ま
だ
日
が
浅
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
格

的
な
文
学
上
の
受
容
は
、
１
９
９
０
年
か
ら
数
え
れ
ば
三
十
年
ほ
ど
経
っ
て
い
る
が
、
受
容
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
を
突
き
詰
め
て
み
る
と
、

俳
句
の
本
質
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
帰
す
。
三
行
と
い
う
形
式
を
不
可
欠
要
素
と
し
て
移
植
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
外
面
的
形
に
拘
ら
ず
、

内
外
の
瞬
間
的
観
照
を
表
現
す
る
こ
と
が
大
事
か
な
ど
、
お
そ
ら
く
考
え
方
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
大
事
な
の
は
、
ど
う
し
て
俳
句
を
書
く
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
日
本
人
で
な
い
以
上
、
日
本
文
学
の
伝
承
を
受
け
継
ぐ
延

長
線
上
の
「
俳
句
」
創
作
は
あ
り
え
な
い
。
書
き
易
い
短
詩
型
と
見
て
国
際
俳
句
を
書
く
人
が
い
る
一
方
、
俳
句
美
学
を
取
り
入
れ
て
自
国

も
し
く
は
母
語
文
学
の
詩
を
豊
富
に
し
て
い
く
詩
人
も
い
る
。
ま
た
、
主
流
の
母
語
詩
以
外
に
、
因
襲
に
と
ら
わ
れ
な
い
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ

ブ
な
文
学
形
式
と
し
て
国
際
俳
句
を
書
く
詩
人
も
い
る
。

　

後
の
二
者
の
場
合
、
正
岡
子
規
が
現
代
詩
を
書
く
詩
人
に
送
る
言
葉
を
座
右
に
置
く
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

文
章
を
作
る
者
、
詩
を
作
る
者
、
小
説
を
作
る
者
、
俄
か
に
俳
句
を
も
の
せ
ん
と
し
て
そ
の
語
句
の
簡
単
に
過
ぐ
る
を
覚
ゆ
。
曰
く
、

俳
句
は
終
に
何
ら
の
思
想
を
も
現
は
す
能
は
ず
と
。
し
か
れ
ど
も
こ
れ
聯
想
の
習
慣
の
異
な
る
よ
り
し
て
来
る
者
に
し
て
、
複
雑
な
る

者
を
取
っ
て
尽
く
こ
れ
を
十
七
字
中
に
収
め
ん
と
す
る
故
に
成
し
得
ぬ
な
り
。
俳
句
に
適
し
た
る
簡
単
な
る
思
想
を
取
り
来
ら
ば
何
の

苦
も
な
く
十
七
字
に
収
め
得
べ
し
。
縦
し
ま
た
複
雑
な
る
者
な
り
と
も
、
そ
の
中
よ
り
最
文
学
的
俳
句
的
な
る
一
要
素
を
抜
き
来
り
て

こ
れ
を
十
七
字
中
に
収
め
な
ば
俳
句
と
な
る
べ
し
。15

日
本
語
表
現
で
あ
る
「
十
七
字
」
は
さ
て
お
き
、
国
際
俳
句
を
書
こ
う
と
す
る
詩
人
に
と
っ
て
は
、
初
心
者
と
違
っ
て
、
む
し
ろ
今
ま
で
身

に
つ
け
て
い
る
母
国
語
の
詩
の
書
き
方
を
一
旦
忘
れ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
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中
国
語
俳
句
の
実
験
も
、
文
学
的
に
い
え
ば
、
中
国
語
現
代
詩
の
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
な
美
学
と
し
て
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
日
本
文
学
と
日
本
文
化
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
中
、
よ
り
多
く
の
中
国
語
母
語
者
が
こ
の
実
験
の
参
加
者
に
加
わ
る
の

で
、
中
国
語
俳
句
の
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

注
釈
：

１ 

劉
岸
偉
『
周
作
人
伝
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
１
１
年
１
０
月
）。「
小
さ
な
詩
」、
一
六
七
～
一
七
三
頁
。

２ 

訓
読
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
。

３ 


１
９
８
５
年
５
月
。
後
に
『
日
本
古
典
俳
句
選
』（
北
京
：
人
民
文
学
出
版
社
、
２
０
０
５
年
１
月
）
に
収
め
ら
れ
る
。
翻
訳
は
筆
者
に

よ
る
。

４ 

翻
訳
は
筆
者
に
よ
る
。

５ 

「
俳
縁
、
俳
句
、
漢
俳
與
我
的
俳
句
観
」、『
文
芸
理
論
與
批
評
』（
北
京
）
１
９
９
７
年
４
月
号
。
翻
訳
は
筆
者
に
よ
る
。

６ 

香
港
文
学
報
社
、
１
９
９
１
年
１
０
月
。

７ 

翻
訳
は
筆
者
に
よ
る
。

８ 

台
北
：
皇
冠
文
化
出
版
、
１
９
９
３
年
１
０
月
。

９ 

言
叢
社
、
２
０
０
３
年
４
月
。

⓾ 

同
書
、
二
九
八
～
二
九
九
頁
。
翻
訳
は
黄
霊
芝
に
よ
る
。

⓫ 

「
十
字
詩
論
」、
詩
雑
誌
『
笠
』
１
５
８
号
、
１
９
９
０
年
８
月
、
一
三
七
～
一
四
〇
頁
。

⓬ 

「
十
字
詩
百
首
」『
変
』（
台
中
市
立
文
化
中
心
、
１
９
９
３
年
６
月
）、
四
六
頁
。
翻
訳
は
筆
者
に
よ
る
。
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⓭ 
川
本
皓
嗣
『
日
本
詩
歌
の
伝
統

－

七
と
五
の
詩
学

－

』（
岩
波
書
店
、
１
９
９
１
年
１
１
月
）。「
俳
句
の
詩
学
」、
六
三
～
二
一
二
頁
。

⓮ 
日
本
語
訳
は
台
湾
詩
人
の
洪
郁
芬
と
筆
者
に
よ
る
。

⓯ 

『
俳
諧
大
要
』（
岩
波
書
店
、
１
９
５
５
年
５
月
）、「
第
五　

修
学
第
一
期
」。


